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い．今回，放射線科や心臓血管外科の協力を得
てスクリューと血管との位置関係を確認し手術
計画を立てることで，安全に除去術を行うこと
ができた．

17． 高吸水性樹脂玩具の誤飲後，内視鏡的に除

去した乳児の1例
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　症例は 0歳の女児． 2日前から持続する嘔
吐・活気不良で当院紹介となり，精査の超音
波検査・CT検査にて十二指腸水平脚に30×
25mm大の内部均一な球状の無エコー・低信号
領域を認めた．また問診にて高吸水性樹脂でで
きた玩具誤飲の可能性があると判明し，十二指
腸内異物による腸閉塞と診断，同日全身麻酔下
に内視鏡的に異物を破砕除去した．高吸水性樹
脂は水を含むと数十～数百倍に膨張する性質か
ら紙おむつやインテリアなどの生活用品に使用
されているほか，小児用玩具としても安価で発
売されている．近年，小児の高吸水性樹脂誤飲
の症例報告が散見される．高吸水性樹脂は菓子
（グミ）に類似したその形態から小児の誤飲の
危険性が高く，また誤飲した場合高率で腸閉塞
をきたす可能性がある．高吸水性樹脂誤飲の危
険性について，幅広く注意喚起を行っていく必
要がある．

18． がん薬物療法における曝露対策

　　～閉鎖式接続器具の導入～
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　抗がん薬は，抗がん作用がある一方で，細胞
毒性を有し，発がん性や催奇形性，生殖毒性，
遺伝毒性等を持つ．そのため，がん薬物療法を

受ける患者だけでなく，抗がん薬を調剤する薬
剤師，抗がん薬を投与する看護師も抗がん薬の
影響を受け健康への悪影響の危険性があると言
われている．特に看護師は，看護師の業務拡大
により抗がん薬を投与する機会が増え，実践の
中で曝露の機会が最も多い職種であり曝露対策
に努める事が重要である．曝露対策において推
奨されている環境・物品は，生物学的安全キャ
ビネット（BSC），閉鎖式薬物移送システム
（CSTD），個人防護具（PPE）である．化学療
法センター内で実施した曝露調査の結果と，化
学療法センターで現在実施している曝露対策，
今後の課題について報告する．

19． 入退院センターより依頼される心臓超音波

検査における所見検出率と，周術期管理が

必要となった割合の調査
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〈要旨〉
　現在，当課では心臓及び下肢深部静脈超音波
検査の予約枠において「入退院センター枠」を
設け，手術前のリスク把握がスムーズに行われ
るための取り組みを行っている．
　入退院センターの依頼は年々増加しており，
今年度（2021年 4 月～11月現在）で既に600件
を超える依頼が出ている．そこで，今回我々は
心臓超音波検査を対象に，検査結果が患者や臨
床にとって有益なものとなっているのか，所見
の検出率と，結果により周術期管理が必要と
なったかを後ろ向き調査した．
　2021年 4 月より，入退院センター枠より依頼
された心臓超音波検査を対象とし調査した．
　軽微な異常所見は全体の89％で認めた．循環


